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安全祈願祭

これから工事が本格的に始まる
ため、拝殿工事とともに安全祈
願祭を行い、関係者一同参列
しました。
楼門の場所と拝殿の場所で地
鎮祭の儀式を行いました。

下層化粧垂木繕い

水腐れ部分や倒壊時に生じた
表面のすり疵・へこみなどを、
埋木・矧木・接着剤付けしまし
た。

下層支輪繕い

倒壊時にほとんどの仕口が破
損しました。
破損箇所の大きさに応じて適
宜太枘（だぼ）と呼ばれる棒状
の材を入れつつ矧木や接着剤
付けを行いました。

この部分の部材です 

この部分の部材です 
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手水舎基礎解体

素屋根の柱や基礎を造る場所
とかぶるため、手水鉢を移動さ
せる予定です。
手水鉢を移動しやすいよう手水
舎の基礎を解体しました。

コンクリート叩き解体

礎石等の基礎石掘り起こしに先
行して、コンクリート製の土間叩
きを解体しました。

土間地業　瓦のかけら

土間コンクリートの下には、地
業（ちぎょう）と呼ばれる土間の
下地があります。
楼門の地業は、主に角の丸い
石や砕石ですが、瓦のかけらも
混じっていました。
その瓦のかけらの一部には、阿
蘇神社の社紋が描かれていま
した。

ここです 
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